
観光でつなぐ全国の〝元気なむら〟

「ディスカバー農山漁村の宝」
（第３回選定）　選定地区一覧

む ら グ
ラ
ン
プ
リ

特

別

賞
　

受
賞
５
地
区
　

喜
び
の
声

「
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
農
山
漁
村（
む
ら
）の
宝
」と
は

グランプリ
受 賞　べつかい乳業興社（北海道別海町）

地
産
地
消
で
経
済
発
展

国
内
外
の
販
路
も
拡
大

「
マ
ル
シ
ェ
」
地
区
出
展

活
動
と
自
慢
の
商
品
Ｐ
Ｒ

デ
ィ
ス
カ
バ
ー
農
山
漁
村（
む
ら
）の
宝

選
定
証
授
与
式
と
交
流
会

安
倍
首
相
も
出
席
し
開
く

（１０）第２８７３号 第３種郵便物認可 ２０１６年（平成２８年）１２月１７日（土曜日）

出席者による記念撮影

●株式会社べつかい乳業興社（北海道別海町）
●株式会社九神ファームめむろ（北海道芽室町）
●特定非営利活動法人美しい村・鶴居村観光協会
　　　　　　　　　　　　　　　（北海道鶴居村）
●在来津軽「清水森ナンバ」ブランド確立研究会
　　　　　　　　　　　　　　　（青森県弘前市）
●仙北市農山村体験推進協議会（秋田県仙北市）
●東沢地区協働のまちづくり推進会議（山形県川西町）
●農業生産法人株式会社赤城深山ファーム
　　　　　　　　　　　　　（群馬県渋川市）
●株式会社めぐり（神奈川県伊勢原市）
●一般社団法人信州いいやま観光局（長野県飯山市）
●大地の芸術祭実行委員会（新潟県十日町市）
●シーフードカンパニー能水商店（新潟県糸魚川市）
●魚津漁業協同組合（富山県魚津市）
●ロハス越前（福井県越前市）
●奥矢作移住定住促進協議会（岐阜県恵那市）
●茶臼の里合同会社（愛知県豊根村）
●鳥羽マルシェ有限責任事業組合（三重県鳥羽市）
●畑特産物生産出荷組合（兵庫県養父市）
●山添村波多野地区活性化協議会「かすががーでん」
　　　　　　　　　　　　　　　　（奈良県山添村）
●株式会社ふみこ農園（和歌山県有田川町）
●紀の里農業協同組合（和歌山県紀の川市）
●特定非営利活動法人英田上山棚田団（岡山県美作市）
●津浪振興会（広島県安芸太田町）
●山口とくぢ和紙振興会結の香（山口県山口市）
●木頭ゆずクラスター協議会（徳島県那賀町）
●ＣＬＴ建築推進協議会（高知県南国市）
●株式会社岡林農園（高知県越知町）
●城島町土地改良区（福岡県久留米市）
●ＮＰＯ法人安心院町グリーンツーリズム研究会
　　　　　　　　　　　　　　　（大分県宇佐市）
●高千穂ムラたび協議会（宮崎県高千穂町）
●有限会社タマレンタ企画（沖縄県伊江村）

●
「
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
農
山
漁
村

（
む
ら
）
の
宝
」
と
は

　
「
強
い
農
林
水
産
業
」
「
美
し

く
活
力
あ
る
農
山
漁
村
」
の
実
現

の
た
め
、
農
山
漁
村
の
有
す
る
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
を
引
き
出
す
こ
と
に

よ
り
、
地
域
の
活
性
化
、
所
得
向

上
に
取
り
組
ん
で
い
る
優
良
事
例

を
選
定
し
、
全
国
に
発
信
す
る
施

策
。
第
１
回
選
定
は
２
０
１
４
年

で
、
今
年
は
第
３
回
と
な
る
。

●
ロ
ゴ
マ
ー
ク
に
つ
い
て

　
農
山
漁
村
の
原
風
景
を
モ
チ
ー

フ
に
、
知
恵
と
工
夫
で
地
域
の
特

色
を
生
か
し
た
地
域
住
民
の
絆
、

た
ゆ
ま
ぬ
向
上
心
、や
さ
し
い
手
、

温
か
い
手
づ
く
り
で
支
え
る
パ
ワ

ー
が
、キ
ラ
リ
と
光
る「
農
山
漁
村

（
む
ら
）の
宝
」
と
し
て
輝
き
を
増

し
て
い
る
様
子
を
表
し
て
い
る
。

㊤べつかい乳業興社のマ
ルシェ販売風景㊧同社で
行われている乳製品づく
り体験の様子

　
「
酪
農
の
町
」
と
し
て
地
元
の
牛
乳
を
町
民

に
飲
ん
で
も
ら
い
た
い
と
の
思
い
か
ら
、
牛
乳

の
消
費
拡
大
と
健
康
増
進
を
目
的
に
、
別
海
町

が
１
９
７
４
年
、
ミ
ル
ク
プ
ラ
ン
ト
を
建
設
。

別
海
ブ
ラ
ン
ド
の
イ
メ
ー
ジ
向
上
、
食
文
化
創

造
の
拠
点
づ
く
り
の
場
と
し
て
２
０
０
１
年
、

第
三
セ
ク
タ
ー
の
乳
製
品
製
造
販
売
会
社
と
し

て
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
現
在
で
は
、
牛
乳
と
バ
タ
ー
、
チ
ー
ズ
、
ア

イ
ス
ク
リ
ー
ム
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
な
ど
の
各
種
乳

製
品
を
製
造
。
広
大
な
草
原
と
澄
ん
だ
空
気
、

摩
周
湖
の
伏
流
水
を
源
と
す
る
水
で
育
っ
た
乳

牛
を
原
料
と
し
た
製
品
に
対
し
、
消
費
者
か
ら

高
い
評
価
を
得
て
い
る
。
食
品
メ
ー
カ
ー
や
大

手
コ
ン
ビ
ニ
チ
ェ
ー
ン
な
ど
と
の
共
同
開
発
も

積
極
的
に
進
め
、町
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
な
げ
て
い
る
。

　
同
社
は
乳
製
品
加
工
研
修
施
設
も
運
営
し
、

町
民
ら
を
対
象
に
し
た
チ
ー
ズ
・
バ
タ
ー
づ
く

り
を
指
導
し
て
い
る
。
気
軽
に
乳
製
品
づ
く
り

の
体
験
が
で
き
る
環
境
が
身
近
に
あ
る
こ
と

で
、
町
の
乳
製
品
加
工
産
業
の
裾
野
の
広
が
り

に
役
立
っ
て
い
る
と
自
負
し
て
い
る
。
さ
ら
に

品
質
を
高
め
る
た
め
、
牧
場
経
営
者
に
対
し
て

も
チ
ー
ズ
づ
く
り
を
指
導
し
、
乳
製
品
関
連
産

業
の
発
展
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
町
内
の
就
業
の
場
と
し
て
の
人
気
も
高
く
、

人
口
流
出
を
防
ぎ
、
地
域
経
済
の
循
環
に
も
寄

与
し
て
い
る
。チ
ー
ズ
づ
く
り
の
指
導
に
よ
り
、

乳
製
品
関
連
産
業
の
発
展
に
つ
な
が
り
、
６
次

産
業
化
の
推
進
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。さ
ら
に
、

新
規
就
農
者
（
研
修
生
）
に
と
っ
て
、
自
分
た

ち
が
手
塩
に
か
け
た
生
乳
が
製
品
化
さ
れ
、
消

費
者
に
届
き
、
喜
び
の
声
が
届
く
こ
と
を
実
感

し
、酪
農
へ
の
や
る
気
向
上
を
感
じ
る
こ
と
で
、

地
域
の
酪
農
産
業
維
持
に
貢
献
し
て
い
る
。

　
今
後
は
、
首
都
圏
の
ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ

な
ど
を
通
じ
て
、
町
の
牛
乳
と
乳
製
品
の
販
売

を
拡
大
し
て
町
を
全
国
に
知
っ
て
も
ら
い
、
さ

ら
な
る
消
費
拡
大
に
つ
な
げ
た
い
。
ま
た
、
ベ

ト
ナ
ム
へ
の
輸
出
拡
大
が
成
功
し
た
こ
と
か

ら
、
台
湾
や
他
の
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
へ
の
売
り

込
み
も
広
げ
た
い
。

㊤
混
雑
す
る
マ
ル
シ
ェ
会
場

㊧
あ
い
さ
つ
す
る
有
識
者
懇

談
会
の
林
良
博
座
長

各地区の取り組みを紹介
するパネルコーナー

　
農
林
水
産
省
が
主
催
す
る
「
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
農
山
漁
村
（
む
ら
）
の
宝
」
の
選
定
証
授
与
式
・
交
流
会

が
２
日
、
首
相
官
邸
で
開
か
れ
た
。
７
６
９
地
区
の
応
募
の
中
か
ら
、
グ
ラ
ン
プ
リ
に
は
「
株
式
会
社
べ

つ
か
い
乳
業
興
社
」
（
北
海
道
別
海
町
）
が
輝
い
た
。
特
別
賞
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
賞
は
「
高
千
穂
ム
ラ
た

び
協
議
会
」（
宮
崎
県
高
千
穂
町
）、同
・
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
賞
は「
仙
北
市
農
山
村
体
験
推
進
協
議
会
」

（
秋
田
県
仙
北
市
）、同
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
賞
は「
木
頭
ゆ
ず
ク
ラ
ス
タ
ー
協
議
会
」（
徳
島
県
那
賀
町
）、

同
・
ア
ク
テ
ィ
ブ
賞
は
「
株
式
会
社
九
神
フ
ァ
ー
ム
め
む
ろ
」
（
北
海
道
芽
室
町
）
が
選
ば
れ
た
。

　
３
日
に
は
都
内
で「
展
示
・
即
売
会（
マ
ル
シ
ェ
）」が
開
か
れ
、各
地
区
が
取
り
組
み
を
Ｐ
Ｒ
し
た
。

㊨
交
流
会
で
出
席
者
と
懇
談
す

る
安
倍
首
相
㊧
首
相
か
ら
表
彰

を
受
け
る
、
べ
つ
か
い
乳
業
興

社
の
佐
藤
次
春
社
長

株
式
会
社
べ
つ
か
い
乳
業
興
社
、

佐
藤
次
春
社
長（
別
海
町
副
町
長
）

　
「
当
社
は
地
域
の
安
全
安
心
な

原
料
を
し
っ
か
り
使
っ
て
町
の
Ｐ

Ｒ
を
し
て
い
る
会
社
。
今
ま
で
や

っ
て
き
た
こ
と
を
今
後
も
地
道
に

や
っ
て
い
き
た
い
」

株
式
会
社
高
千
穂
ム
ラ
た
び
、
飯

干
淳
志
社
長

　
「
私
た
ち
の
活
動
拠
点
は
、
顕

微
鏡
で
見
な
い
と
分
か
ら
な
い
ほ

ど
小
さ
な
と
こ
ろ
。
今
回
、
そ
こ

に
目
を
向
け
て
も
ら
え
た
、
光
を

当
て
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
感
慨
深

い
。
今
後
も
地
元
で
ち
ゃ
ん
と
暮

ら
せ
る
場
を
つ
く
り
、
地
域
人
材

を
育
て
て
い
き
た
い
」

仙
北
市
農
山
村
体
験
推
進
協
議

会
、
門
脇
富
士
美
会
長
（
農
家
の

宿
　
星
雪
館
代
表
）

　
「
普
通
の
農
家
の
方
々
が
普
段

の
暮
ら
し
の
中
に
外
国
の
方
（
訪

日
外
国
人
）
を
受
け
入
れ
て
い
る

と
こ
ろ
が
評
価
さ
れ
た
の
だ
と
思

う
。
今
後
は
、
今
交
流
を
行
っ
て

い
る
方
々
に
元
気
で
頑
張
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
と
、
若
い
人
も
ど
ん

ど
ん
交
流
に
入
っ
て
も
ら
い
、
地

域
活
性
化
に
つ
な
げ
た
い
」

木
頭
ゆ
ず
ク
ラ
ス
タ
ー
協
議
会
、

榊
野
瑞
恵
会
長
（
柚
冬
庵
社
長
）

　
「
地
方
（
の
生
産
現
場
）
は
担

い
手
が
少
な
い
。
こ
の
よ
う
な
賞

を
も
ら
う
と
、
若
い
人
が
産
地
を

守
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
が
高
ま

る
。
そ
う
す
れ
ば
農
山
漁
村
に
人

が
戻
っ
て
く
る
だ
ろ
う
」

株
式
会
社
九
神
フ
ァ
ー
ム
め
む

ろ
、
藤
田
敏
子
社
長

　
「
『
障
害
者
と
一
緒
に
６
次
化

実
現
』
と
い
う
こ
と
が
評
価
さ
れ

た
の
だ
と
思
う
。
芽
室
町
の
知
的

障
害
者
の
就
労
者
は
ゼ
ロ
だ
っ
た

の
が
、
今
で
は

人
を
超
え
る
。

今
後
は
帯
広
に
、
障
害
者
と
と
も

に
働
く
惣
菜
店
を
出
店
し
た
い
」

　
３
日
に
東
京
交
通
会
館
で
開
か

れ
た
「
展
示
・
即
売
会
（
マ
ル
シ

ェ
）
」
に
は
、
選
定
地
区

地
区

の
う
ち
、

地
区
が
出
展
し
た
。

　
午
前
中
に
開
か
れ
た
開
会
式
で

は
、
農
林
水
産
省
農
村
振
興
局
の

佐
藤
速
水
局
長
と
選
定
に
携
わ
っ

た
有
識
者
懇
談
会
の
林
良
博
座

長
、
有
識
者
懇
談
会
委
員
の
向
笠

千
恵
子
氏
（
フ
ー
ド
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
）
、
横
石
知
二
氏
（
い
ろ
ど

り
社
長
）
ら
が
出
席
。

　
林
氏
は
「
『
農
山
漁
村
』
と
書

い
て
『
む
ら
』
と
読
む
こ
と
を
覚

え
て
ほ
し
い
。
『
む
ら
』
を
大
切

に
し
な
け
れ
ば

年
後

年
後
、

日
本
が
ど
う
な
る
か
心
配
だ
。
こ

の
取
り
組
み
を
盛
り
上
げ
て
い
っ

て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　
開
会
式
終
了
後
に
は
、
各
出
展

者
に
よ
る
販
売
が
本
格
化
。
各
出

展
者
と
も
、
地
元
で
生
産
し
た
自

慢
の
地
場
産
品
を
持
ち
寄
り
、
大

き
な
声
で
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い
た
。

全
国
の
地
場
産
品
が
一
堂
に
会
し

て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
買
い
物

客
の
関
心
を
集
め
た
。
商
品
を
手

に
取
っ
て
質
問
し
た
り
パ
ネ
ル
コ

ー
ナ
ー
に
見
入
っ
た
り
し
て
い
る

人
の
姿
が
各
所
で
見
ら
れ
た
。

　
選
定
証
授
与
式
は
首
相
官
邸
小

ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、
選
定
さ
れ
た


地
区
の
代
表
者
（
１
地
区
２

人
）、山
本
有
二
農
林
水
産
大
臣
、

山
本
幸
三
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣

（
地
方
創
生
担
当
）
と
農
林
水
産

省
の
関
係
者
ら
が
出
席
し
た
。

　
選
定
証
授
与
式
で
は
、
選
ば
れ

た
地
区
の
代
表
者
が
１
人
ず
つ
、

有
識
者
懇
談
会
の
林
良
博
座
長

（
国
立
科
学
博
物
館
館
長
）
か
ら

選
定
書
を
受
け
取
っ
た
。
さ
ら
に

山
本
農
林
水
産
大
臣
、
山
本
内
閣

府
特
命
担
当
大
臣
か
ら
の
祝
辞
、

続
い
て
安
倍
晋
三
首
相
、
菅
義
偉

官
房
長
官
ら
も
加
わ
り
、
集
合
記

念
撮
影
を
行
っ
た
。

　
大
ホ
ー
ル
に
場
所
を
移
し
て
行

わ
れ
た
交
流
会
で
は
、
安
倍
首
相

が
農
林
水
産
省
農
村
振
興
局
の
佐

藤
速
水
局
長
の
案
内
で
各
テ
ー
ブ

ル
を
回
り
、
各
地
区
の
取
り
組
み

紹
介
の
説
明
に
熱
心
に
耳
を
傾
け

る
と
と
も
に
、
参
加
者
と
懇
談
し

た
。

　
そ
の
際
、
安
倍
首
相
は
各
テ
ー

ブ
ル
を
回
っ
て
各
地
区
の
自
慢
の

地
場
産
品
を
手
に
取
り
試
食
す
る

な
ど
、
各
地
区
の
取
り
組
み
に
関

心
を
示
し
て
い
た
。


